
北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 電気材料工学
科目基礎情報
科目番号 0063 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 本郷 一隆,油谷 英明,山内 幸治
到達目標
1.材料の種々の現象を分子・原子レベルのメカニズムに関連付けて理解することができる。
2.導電材料についての基礎的・一般的知識を学び,実際に導電材料が使われている状態を理解し適用することができる.
3.抵抗材料についての基礎的・一般的知識を学び,実際に抵抗材料が使われている状態を理解し適用することができる.また、金属抵抗、非金属抵
抗、薄膜抵抗の概要を述べることができる.
4.半導体材料についての基礎的・一般的知識を学び,デバイスが動作する原理を理解しその知識を適用・応用することができる.
5.絶縁材料についての基礎的・一般的知識を学び,絶縁の機能を理解し絶縁に関する簡単な不具合等に対して解決策を提示することができる.
6.磁性材料についての基礎的・一般的知識を学び,その知識を実際の応用製品の働きを理解し簡単な問題に対してはその知識を適用・応用するこ
とができる.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

材料の種々の現象の理解
分子・原子レベルのメカニズムに
関連付けて理解し，説明すること
ができる。

現象の説明ができる 現象の説明ができない

導電・抵抗・半導体材料が使われ
ている状態の理解

実際に導電材料が使われている状
態を理解し適用することができる.

実際に導電材料が使われている状
態を説明することができる.

実際に導電材料が使われている状
態を説明することができない.

絶縁・磁性体材料が使われている
状態の理解

実際に導電材料が使われている状
態を理解し適用することができる.

実際に導電材料が使われている状
態を説明することができる.

実際に導電材料が使われている状
態を説明することができない.

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SB①  共通基礎知識を用いて、専攻分野における設計・製作・評価・改良など生産に関わる専門
工学の基礎を理解できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SB②  自主的・継続的な学習を通じて、専門工学の基礎科目に関する問題を解決できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SD②  専攻分野の専門性に加え、他分野の知識も学習し、幅広い視野から問題点を把握できる。
教育方法等

概要
原子・分子レベルの物性に基礎をおいた材料の電気的・磁気的性質の理解に力点を置く.次に、実用面から、各種半導体
材料、絶縁材料、磁気材料の一般的な性質と試験法を学習し、将来、電気機器・デバイスなどを設計していく際の材料
の適用・選択に関する基本的な知識・能力を醸成する.

授業の進め方・方法 講義形式で行い，レポートを課す．
注意点 本科で学習した数学,物理学,電気磁気学,化学の内容を理解しておくことが必要である.
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 電気材料の基礎 1 物質の構造
2週 電気材料の基礎 2 導電現象について
3週 電気材料の基礎 3 誘電現象について
4週 導電材料1 導電材料について
5週 導電材料2 抵抗材料について
6週 半導体材料 1 半導体の性質,半導体の種類
7週 半導体材料 2 ダイオード,トランジスタ
8週 半導体材料 3 化合物半導体,光電材料

2ndQ

9週 絶縁材料1 絶縁材料の性質
10週 絶縁材料2 個体,液体,気体絶縁材料の実際基礎
11週 絶縁材料3 個体,液体,気体絶縁材料の実際
12週 磁気材料1 磁気材料の性質
13週 磁気材料2 磁心,磁石材料
14週 まとめ 最新の技術動向

15週 定期試験 ９～１４週までの内容を網羅した試験により授業内容
の理解の定着をはかる。

16週 定期試験内容についての解説 定期試験の内容を理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


